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1．問題
　中国の対外開放政策が1979年に初めて実施されて38年も経過した。この間，中国をめぐる国際
移住の様態にはさまざまな変化が生じており，例えば「出国潮」や「留学潮」，「移民潮」などの言
葉は外国への移住ブームを物語っている。国連の推定では，1979年以降海外に移住した新華人・
華僑は900万人を超えている（王輝耀 2014）。歴史などの要因で，特に第二次世界大戦前後に出国
した華人・華僑は，それぞれの移住国で生計を立てるために「三刀」（「菜刀（包丁）」，「剪刀（鋏）」，
「剃头刀（かみそり）」）を用いた職業，すなわち料理人（包丁），裁縫師（鋏） ，理髪師（かみそり）
の仕事に就いた人が多かった（過放 1999）。しかし，1980年代以降出国した新華人・華僑は，留学
や技術移民，投資移民が多く，高学歴者が移民の多数を占めており，社会エリートや富裕層も少な
くない。彼らの主要移住先はアメリカ，カナダ，オーストラリア，イギリス等の先進国であり，最
も多く就く職業は「三師」（「工程師（エンジニア・技師）」，「会计師（会計士）」「律師（弁護士）」
である（王輝耀 2014）。またかれらの移住目的はより良い生活環境を求め，子どもに質の高い教育
を受けさせることである。
　オーストラリアに移住した新来中国系移民（新華人・華僑）の数は1980年代に入ってから徐々
に多くなってきている。オーストラリア統計局（Australian Bureau of Statistics，ABS）の歴年統
計データによると，1986年に17万人余だったが，1996年に43.4万人，2006年に67万人，2016年に
は121万人にのぼった。本論文は，新来中国系移民を渡豪時年齢によって，第１世代移民（高校を
卒業してから，およそ18歳以降に渡豪した者）と第1.5世代移民（オーストラリア以外の国で生ま
れ，５歳以上18歳以下の学齢期に渡豪した者）および第２世代移民（オーストラリアで生まれ育
てられた Australia-Born Chinese と，オーストラリア以外の国で生まれたが，５歳になる前に渡豪
した者）に分類する。越境によって多言語環境に暮らす新来中国系移民の子どもにとって，中国語
は母語あるいは継承語になると考えられる。親世代は第１世代移民にあたるが，かれらの多くは，
西洋文化環境の中で育つ自分の子どもに，移住先の社会に適応し，かつ中国の伝統文化を受け継ぐ
ことができる人材になるよう期待している。そのため，子どもたちを月曜日から金曜日まで現地校
（Day　School）に通わせ，週末になると，中国語補習学校に通わせるのが一般的である（趙 2015）。
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　一方，移民国家であるオーストラリアでは，1970年代初頭に白豪主義から多文化主義への転換
が図られ，受け入れた移民の出自はイギリスを始めとするヨーロッパ系からアジア系，アフリカ系
などに拡大した。1980年代以降に一連の国家レベルの言語政策が発表され，1990年代以降のアジ
ア言語重視政策の実施は社会，マイノリティ集団に大きく影響を与えている（関根 1991，塩原 
2005，青木 2008，松田 2009，川上 2012）。さらに2012年10月に，当時のジュリア・ギラード首相
は「アジアの世紀におけるオーストラリア白書（Australia in the Asian Century White Paper）」を
発表した。この白書では2025年までの13年間に到達すべき目標が経済の側面から教育の側面まで
詳しく設定され，アジア地域に関する知識の教育をオーストラリアの学校カリキュラムの中核とす
ることを明記しており，アジアの言語（中国語，ヒンドゥー語，インドネシア語，日本語など）を
学ぶことができるようにするともされた。このようにオーストラリア政府は1990年代から一貫し
てアジア戦略を考え実践してきている。
　渡豪した新来中国系移民をめぐる研究は，1980年代を境に多くなっており，主に以下の５つの
分野に大別される（趙 2015）。それは，①オーストラリアの移民政策の変遷とそれに伴う中国系エ
スニックグループの状況変化（顔清湟 1986，張向華 1991，張秋生 2002，任謝龍 2006，顔廷・張
秋生 2015），②中国系ボランタリー・アソシエーション（社団）の形成と役割および中国語メディ
アの発展（林金枝 1986，李興 2001，郝麗 2000，李曼午 2015），③華人・華僑による経済ネットワ
ークや華商の経済状況（呉行賜 1993，張秋生 1998，史鶴凌 2001），④華人の参政問題と帰属意識
（葉保忠 1999，粟明鮮・孟寧東 1998，易文明 2013），⑤母語（中国語）教育の歴史，現状と問題
（李天錫 1999，孫浩良 2002，黄磊 2003，寥小萍 2007，劉芸芸 2009，楊蔓 2010，趙 2015）である。
　なかでも孫浩良（2002）と劉芸芸（2009）は中国語（母語・継承語）補習学校の教育状況や役
割と困難に関する研究を行なっている。孫浩良（2002）は20世紀初頭，金鉱山を発掘するために
メルボルンにやってきた中国系移民（いわゆる「老華人・華僑」）が作った中国語補習学校と，多
文化主義に転換した後のオーストラリアにやってきた，特に1980年代以降の新来中国系移民（い
わゆる「新華人・華僑」）が作った中国語補習学校との比較研究を行った。また劉芸芸（2009）は
オーストラリア移民政策と言語政策がいかに中国語補習学校に影響をもたらしたのか，いわゆる社
会政策の面から中国語補習学校の教育状況と課題を論じている。この２つの研究はいずれも社会の
マクロ状況から展開され，移民個々人に対するミクロ調査や実証研究ではなかった。また，質問紙
調査を用い，新来中国系移民の子どもたちを対象にかれらの言語教育状況とホーム意識を調査した
趙（2015）は，「中国語補習学校に通い，長期的に系統的に中国語を学習することは，協力者たち
の中国語と中国文化への認知と継承意識を増強した」と指摘したが，新来中国系移民の子どもたち
の中国語力の育成やホーム意識の形成に大きく影響を与えた中国語補習学校の役割や課題について
論じていなかった。
　そこで，本論文ではメルボルンにあるX中文学校を例にし，質的調査を用いながら，1992年に創
立されてから今日に至るまでの発展プロセスの分析によって，多言語社会における母語・継承語補
習校の役割の変化と今後の行方について明らかにする。さらに，このケーススタディーから得た結
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論が，日本におけるニューカマーの母語・継承語補習学校の維持・発展の参考になることが期待で
きる。
2． X中文学校と調査の概要
　2.1　X中文学校のプロフィール
　X中文学校は1992年にメルボルンで中国大陸移住者によって創立され，北京語（普通話）を教え
る土曜日中国語補習学校で，英語登録名称は X CHINESE LANGAUGE AND CULTURE SCHOOL 
INC. である。創設者のひとり，孫氏（表１の協力者１番）の話によると，“不让孩子忘记母语”
（「子どもに中国語を忘れさせない」）という思いが強く，自宅でオープンした。その時，生徒がわ
ずか６人だったそうである。だがその後，大陸からの移住者の急増と本補習学校の充実した中国語
教育プログラムの実施により，生徒が順調に増え続けている。2014年５月現在生徒数は5000人を
超え，メルボルンでは一番大きな中国語補習学校となった。そして世界各国にある中国語補習学校
のうち，学校の規模からX中文学校は10位以内に数えられる存在となった。
　果たして，X中文学校はどのようにしてここまで大きく発展を遂げてきたのか。設立して20年余
の歳月を経て，X中文学校は創立当初の母語教育機関であるエスニック・スクールからの変容はな
かったのか。もしあったとすれば，どんな性質をもつ補習学校となったのかをきちんと調査する必
要があると考えられる。
　2.2　調査の概要
　（1）研究協力者：計21名であり，X中文学校の関係者とX中文学校に子どもを通わせている（た）
６つの家族からなっている（表１）。
　（2）調査期間：2012年３月～2014年１月までの間である。まず，2012年３月と2013年８月の２
回にわたり，ビクトリア州メルボルン都市部にあるX中文学校に行き，おもに Mt Waverley 分校を
中心にフィールドワークを行った。そして，2012年９月～2014年１月までの間，一部の協力者に 
Skype を通じて追加インタビューを行った。
　（3）調査手続き：以下のような半構造化面接を実施した。①本人と家族の移住経緯，移住までの
生活状況，移住してから今日に至るまでの状況について時系列にそって話していただいた。②中国
とオーストラリアにおける生活環境・教育環境の差異を比較してもらい，協力者たちが感じたX中
文学校の変化や存在の意義と問題，子どもを中文学校に通わせた理由，X中文学校と Day School 
の教育カリキュラムに関する比較および，教職員あるいは親から見た子どもの成長様相（他者意
識）等について質問し，具体的な説明を求め，詳細な語りを得るよう努めた。
　協力者間での面接内容をある程度統一するために，面接調査の実施に先立ち，具体的な質問項目
および注意事項を詳細にまとめたチェックリストを作成した。このチェックリストは主に調査者自
身の面接の構造の整理，把握を助けるものとして用い，実際の面接場面では，把握の聞き逃しを避
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表１　研究協力者のプロフィール　　　　　
分
　　
類
番
　　
号
性
　　
別
国
　　
籍
聞き取り時年齢 渡豪時年齢 移住した期 移住経緯出身地 移住前の職業 学
　　
歴
現在の職業 備
　　
考
聞き取り日
学
　　
校
　　
関
　　
係
　　
者
１ 男
AU 58歳 34歳 1991.7 留学 上海 大学教師 中国中央美術学院修士 X中文学校の創設者 A家族の成員 2012.3.10２ 女
AU 61歳 40歳 1988.7 留学 上海 大学教師 中国中央美術学院修士 X中文学校の創設者 A家族の成員 2012.8.12
３ 男
AU 48歳 25歳 1989.7 留学 上海 大学教師 中国上海大学卒業
X中文学校の校長，
太平紳士
妻も中国人，AU生
まれの長女が4歳，
来年X中文学校幼児
クラスに通わせる
2012.8.25
４ 女
PR 40歳 28歳 2000.6 技術移民 蘇州
日本大手
会社員
日本立命館大学大学院
修士
X中文学校のパート
職員（経理担当），
夫とクリーニング
屋を経営
夫 家 族 と 同 居 中。
AU生 ま れ の 長 女
（11歳）が幼児クラ
スからX中文学校に
通っている。
2012.8.19
５ 女
PR 32歳 24歳 2004.8 留学 長沙
中国の大
学院修士
修了
モナッシュ大学大学院
教育学修士
X中文学校の中堅教
師兼公立小学校（２
校）の外国語（中
国語）教師
夫も中国人，AU生
まれの長女が2歳だ
が，5歳 に な る と，
X中文学校幼児クラ
スに通わせる
2012.8.12
６ 男
AU 29歳 21歳 2004.6 留学 上海
日本の国
立大学卒
RMIT大学大学院修士
X中文学校のパート
職員（学校HP作成，
データベースの更
新・メンテナンス等
担当），航空会社員
妻（X中文学校の中
堅教師）は中国瀋
陽市出身
2012.8.11
６
　　　　　
つ
　　　　　
の
　　　　　
家
　　　　　
族
７ 男
AU 29歳 8歳 1991.7
母親の呼
び寄せで，
父親に同
行
上海
小学２年
生
メ ル ボ ル ン 大 学 卒，
RMIT大学大学院（社
会人コース）修士課程
に在学中。
大手銀行の職員 A家族の成員 2012.8.18
８ 男
AU 50歳 26歳 1988.8 留学 広州 外科医
中 国 広 州 医 科 大 学
卒。渡豪後，医学博士課
程に進学したが，博士
号未取得。
病院のX線作業主任
者資格を取得し，X
線作業医技師
B家族の成員 2012.8.12
９
女
AU 50歳 32歳 1995.8
夫の呼び
寄せ
広州
国家公務
員
中山大学英語科卒。メ
ルボルン大学教育学修
士
私立高校の中国語
教師，常勤教員
B家族の成員 2012.8.12
10
男
AU 25歳 7歳 1995.8
母親に同
行
広州
小 学2年
生
メルボルン大学医学部
卒
地方病院で実習医
として勤務（国家
医者資格取得のた
め）
B家族の成員 2012．8.12
11 女 AU 15歳
AU生
まれ
　 　 　 　 中学3年生。
幼児クラスからX中
文学校に通ってい
る。
B家族の成員 2012.8.12
12 男 PR 43歳 36歳 2005.12 技術移民 済南
中国の大
学卒
済南大学英語科卒業
スーパーのパート
社員。今後自分の
会社を起業する
C家族の成員
①2012.8.14，
②2013.7.6
13 女 PR 39歳 32歳 2005.12 技術移民 済南
モナシュ
大学卒
山 東 旅 游 専 門 学 校
卒。渡豪後モナシュ大
学に進学。卒業後会計
士資格取得。
会計事務所の採用
募 集 情 報 を 集 め，
就職活動中。
C家族の成員 2012.8.14
14 男 PR 12歳 5歳 2005.12 親に同行 済南
幼稚園年
長
小学6年生
小１からX中文学校
に通っている
C家族の成員 2012.8.14
15 男 PR 47歳 41歳 2006.1 技術移民
ハル
ビン
三つ星ホ
テルの料
理長
料理養成専門学校
チャイナタウンで
夫婦で中華料理屋
を経営（コック）
D家族の成員 2012.8.17
16 女 PR 42歳 36歳 2006.1 技術移民
ハル
ビン
三つ星ホ
テルのフ
ロント係
中国の小学校音楽教師
養成の師範学校卒。
夫とチャイナタウ
ンで中華料理屋経
営（経理）
D家族の成員 2012.8.17
17 女 PR 15歳 9歳 2006.1 親に同行
ハル
ビン
小 学3年
生
中学3年生
X中文学校に通って
いる。
D家族の成員 2012.8.17
18 女 AU 50歳 28歳 1992.9
夫の呼び
寄せ
厦门 国家公務
員
中国の短期大学卒。
長男は小学校の時
から新金山中文学
校に通っていた
E家族の成員
①2013.10.3，
②2014.1.10
19 女 AU 15歳
AU生
まれ
　 　 　 　 中学2年生
X中文学校に小学1
年生から通ってい
る。
E家族の成員 2013.10.3
20 男 AU 46歳 32歳 2000.1 技術移民 青島
貿易会社
員
中国の大学卒
N012と同じ店で働
いている
F家族の成員
①2013.12.26，
②2014.1.11
21 女 AU 14歳
AU生
まれ
　 　 　 中学2年 　
小学校3年生から通
い始めている
F家族の成員
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けるために，面接の最終段階でのみ用い，質問の枠内であれば可能な限り協力者たちの語りを尊重
することとした。
　面接の時刻・場所の選定に当たっては，できる限り対象者の希望に沿う形で実施した。インタビ
ューの時間は平均して一回に２時間ほどであった。場所はX中文学校の一室か協力者の自宅である。
その際には，再度，研究の趣旨を伝え，調査結果を学術雑誌に投稿することへの許可を得た。また
面接内容の録音にあたっては，研究以外の目的で使用しないことを明言し，許可を得てICレコーダ
ーに録音した。そしてそれを逐語文字化して分析資料とした。使用する言語は主に「普通話」（中
国語の標準語）だったが，英語を交えて説明した部分もあった。なお，本稿で使用した部分の日本
語翻訳は筆者が行った。
3. 分析と結果
　分析に際しては，質的コード化（Coffey＆Atkinson, 1996）の手法を用い，X中文学校の教育状
況と学校が担う社会的役割や抱える課題に着目し，学校関係者からの視点と利用者（生徒とかれら
の家族）の視点を比較しながら，X中文学校が置かれている状況を客観的に記述，分析することで
染み出したものから概念化を試みた。まず，文字化されたインタビューデータを繰り返して読み，
21人が感じたX中文学校の変化に関する個々の語りを分析し，そこからX中文学校の発展プロセス
を明らかにする。それによってX中文学校の発展時期を「創生期（1992.9～1995.9）」，「成長期
（1995.10～2005.12）」，「転型期（2006.1～現在）」と３つの段階に区切ることが可能となった。そ
して，質的コード化の手法に倣い，筆者は分析カテゴリー生成のためのコーディング作業を行った。
その結果，「生徒数の変化」「契機と出来事」「生徒の特徴」「教師の特徴と教科書」「中国語教育の
目的」「授業の形式」と「学校の役割」という７つのカテゴリーに分類した。そしてその結果を表
２にまとめた。
　表２から分かるように，X中文学校の発展プロセスにおいて，重要な分水嶺となる出来事がいく
つかあった。まず，1995年夏に大学入試時，X中文学校出身の卒業生が優れた成績を収めたため，
ビクトリア州大学入試局（VCAA）よりVCE（Victoria Certificate of Education）中国語教育資格が
認定されたことである。中国語補習学校が乱立していた当時，この認定はX中文学校を他の補習学
校と差別化できる特徴となった。次に，1997年に中国国家僑務弁公室の呼びかけに応じ，香港返
還記念行事の一環として中国語・中国文化コンクールを実施したことである。それにより，中国政
府による中国語教育支援をうけるようになった。第三に，2006年２月に協力者NO.5の女性教員は
X中文学校を代表して，ビクトリア州教育省の要請に応じ，メルボルンの公立小中学校に入り，
Insertion Classes で中国語・中国文化を紹介する異言語・異文化理解のための授業を行ったことで
ある。一回だけの授業のはずだったが，その公立小学校の児童から大好評を得た。結果，定期的に
行なうことになった。さらに数カ所の公立小学校から要望があり，それらの学校に派遣されたX中
文学校の教員はすべて高い評価を得ることができた。これを皮切りに，2010年から，公立学校の 
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After School に言語サービスとして中国語授業を提供し，英語以外の言語を選択する児童生徒のた
めに Chinese as a Foreign Language 教育を実施している。さらに，ビクトリア州教育省に公立学
校の中国語教育担当教員養成プログラムも委嘱された。
　このように，設立して20年余の歳月を経て，X中文学校は創立当初の母語教育機関であるエスニ
ック・スクールからメルボルン市の中国語教育事業に貢献するコミュニティ・スクールと発展した。
4．利用者の視点からみるX中文学校の役割
　以上の学校の発展プロセスの解明から，X中文学校は教育機関として各時期において，それぞれ
異なる社会的役割を担っていることが分かった。ここで利用者の視点からみるX中文学校の役割に
ついて家族グループの協力者たちの語りを引用しながら，分析してみる。
表２　X中文学校の発展プロセス　　　　　　
項目 創生期（1992.9～1995.9） 成長期（1995.10～2005.12） 転型期（2006．1～）
生徒数 6人からスタートし，少しずつ
増加
1996年1月に1200人に達した 2006年1月に初めて3000人を超え，ピーク時
5000人
契機と変化 創設者夫婦（No1，2）の息子
(No7)が1991年7月豪州に移住
した後，わずか半年で英語力が
著しく上達する一方，中国語力
が目に見えるほど低下。問題視
したNo１さんは中国語新聞に
投函し，読者からの同感を抱き，
有志者たちと独自に自宅で中文
補 習 学 校 を 設 立。 口 コ ミ で
1992年末から1993年2月までの
間に100人に増え，本格的にス
タート。
①1995年夏に大学入試の時に，卒業
生が優れた成績を収め，学校は VCE
（ ビ ク ト リ ア 州 中 等 教 育 修 了 資 格
Victorian Certificate of Education）教
育資格を認定され,生徒が順調に増加。
②1996年10月に大学合格者が発表さ
れ，X中文学校出身の生徒はすべての
メルボルン高校卒業生の大学受験者
のうち，20位までに計8人がランキン
グ入りした（第3，4位，第9位を2人）
ことで，一挙にメルボルンにある中
国語補習学校のトップの座を射止め
た。生徒数は急増し，1200人余りに
達した。③1997年，中国僑弁の呼び
かけに応じ，香港返還記念行事のた
めに中国語・中国文化コンクールを
実施し，中国政府による中国語教育
支援をうけるようになった。
①2006年2月から国家言語政策として LOTE
教 育（Language Other Than English） が 実
施された中，メルボルンにある初等中等教育
現場から中国語教育の提供を求められ，X中
文学校から中堅教師が公立小中学校に派遣さ
れた。かれらは通常の学校教育内で実施され
たInsertion　Classes（「挿入クラス」）で中
国語・中国文化を紹介する異言語・異文化理
解のための授業を定期的に行うようになった。
②また公立学校の After School に言語サー
ビスとして中国語授業を提供し，英語以外の
言語を選択する児童生徒のためにCFL教育を
始めた。③X中文学校に幼児クラスと成人ク
ラスを設置し，無料で中国語・中国語文化を
楽しむサービスを提供。④長期休み期間中に，
X中文学校の生徒に対する中国国内研修プロ
グラムを中国の複数大学と連携して行ってい
る。⑤ビクトリア州公立学校の中国語教育教
員養成プログラムを州の教育省に委嘱された。
生徒の特徴 全員大陸生まれの第1.5世代，
中国語の習得は発達途中で，英
語学習をはじめとするすべての
教科学習において学校適応の問
題を抱えている。
第1.5世代が依然として多いが，豪州
生まれの英語を母語とする第2世代が
増え始めた。
第2世代と第1.5世代は半々となり，学年によ
っては，第2世代が第1.5世代より多くなった
クラスもある。また，高校1年から中国出身
の国際留学生の増加も著しい。一方，中国大
陸・香港出身以外の生徒も現れた。
教師の特徴と教科書 中国の小中学校で国語の教師を
務めた保護者が自発的に教育に
携わった。中国国内の小中学校
国語の教科書を使用。
第2世代に対して，第2言語としての
中国語教育プログラムを立ち上げた
ものの，適切な教科書がなかった。
香港返還記念行事の協力で，中国僑
弁から海外華人華僑子弟のために編
纂された教科書を無料で支給される
ようになった。第2世代のための教授
法を模索する教師の悩みが深まり，
言語教育を専門とする留学生を採用
し，第2言語学習に関する理論や教授
法を若い留学生（表１No5）たちから
伝授。
①メルボルン大学やモナシュ大学などの大学
院を卒業した留学生の採用がどんどん増え，
新しい教授法の導入と定着を図る。②X中文
学校内において，VCE第1言語クラス，第2
言語クラス，全教科補習教育プログラムを増
やし，白人教員の採用も始めた。③VCE対策
教科書の編纂も着々と進められ，大学受験者
の合格者を倍増させた。
中国語教育の目的 母語保障（Chinese　as a First 
languge: CFL）と中国文化の維
持のため
母 語 保 障 CFL ＋ 第 二 言 語 教 育
（Chinese as a Second language: CSL）
母語保障CFL＋第二言語教育CSL＋外国語と
し て の 中 国 語 教 育（Chinese as a Foreign 
Langeage:CFL）
授業の形式 週末授業 週末授業 平日授業＋週末授業
学校の役割 エスニック・スクール エスニック・スクール コミョニティ・スクールに転型するとともに，
中国と豪州をつなげる教育機関になりつつあ
る。
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語り①　協力者：No18，50歳女性の語り
「X中文学校は安心して，頼れる場所です。父が病死した後，母をこっちに迎えました。母は英
語が分からず，普段の日に皆忙しいので，母一人を家で留守番させることが多かった。でも，
土曜日にX中文学校に来るのが大好きって言っています。（略）娘は土曜日も勉強しなければな
らないことが大嫌いで，いつもX中文学校に来るのを嫌がっていたが，お婆ちゃんのことを考
えて，毎週土曜日に真面目に通うようになりました。」
語り②　協力者：No19，15歳女の子の語り（９年生）
「私がX中文学校に来るのは，中国語の勉強より友たちに会うためですよ。」
　筆者は２度もX中文学校を訪問し，その度必ず目に入る微笑ましい光景があった。それは子ども
たちが教室に入り，授業を受けている間，子どもの送迎を担当する保護者どうしが決められた場所
で穏やかに交流していたことである。その中には，子どもの祖父母と思われる年配の方も少なくな
かった。英語ができない年配の方にとって，住み慣れた場所から全く土地勘がない外国の都市に行
き，言葉が通じない不安の中で生活に慣れていくことは，容易なことではない。その意味で，X中
文学校は新来中国系移住者，特に子どもの祖父母たちにとって，さまざまな情報を手に入れられる
場である。それによって，オーストラリアでの生活に徐々に適応していくことができると考えられ
る。
　一方，子どもにとっては，Day School で出来上がった人間関係もあれば，X中文学校で Day 
School とは異なる友人ができることもある。同じ中国の出自を持っている同輩集団との交流では，
子どもたちにとって，X中文学校という学縁と呼べる社会的ネットワークの構築ができるし，学校
や家庭の中で悩みがあった時，理解してくれる仲間もできる。
　中文教育，中国語メディア，中国系ボランタリー・アソシエーションがエスニック・コミュニテ
ィ成立の３つの大事な要素であると Liu（1998）は指摘している。上に上げた２人の語りから，X
中文学校はそれらを利用する新来中国系移住者にとって，まさにオーストラリア社会で生きていく
ための大事なエスニック・コミュニティであると言えよう。
語り③　協力者：No20，46歳男性の語り
「息子は今年の夏メルボルン大学に受かり，ちょっとほっとしました。やはり子どもの進学に
関して，Day Schoolの先生からほとんど力になってくれなかった。こっちの大学受験は中国と
違うから，私たち夫婦は困っていて，その時頼りになったのは，X中文学校の先生だよ。」
　No20の協力者は４人家族で，夫婦とも中国の大学卒業者である。面接調査の時に自分の会社を
立ち上げようとしていて，夫婦は開店の準備で忙しかったが，X中文学校の役割について，このよ
うに語ってくれた。
　日本ではニューカマーの子どもは日本語力がどんどん上達してきたが，親は仕事の状況によって
日本語を学ぶ時間がなく，親子の間に母語によるコミュニケーションがうまく取れなくなったこと
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や，親の長時間労働，教育力と日本語能力の低さが，子どもの学校生活に積極的に関わることを妨
げ，家庭と学校教育の連携を不十分なものにしていることが報告されている（高橋 2009，趙 
2011）。だが，高学歴で日本語能力の高い親がどれほど学校との連携がとれているかについてまだ
不明である。
　しかし，MCGorman＆Sugrue（2007）の調査では，高い学歴の技術移民は移住先で新しい事業
や仕事に従事するために，移住する前にその外国語をすでにある程度習得しており，生活でも仕事
でも，言語上の障壁があまりないが，その国の教育状況を必ずしも把握しているとは限らない。高
学歴の親でも子どもの編入した学校やそこの教師，コミュニティの住民と効果的に関わり合えるほ
どの言語力を持っていないケースがしばしば報告されている。この報告と同じように，技術移民で
あるNo20の協力者は英語能力が高く，起業にあたって，煩雑な手続きも自力でクリアできるが，
息子の大学受験になると，自身の英語能力の有無と関係ない話となった。この時に，X中文学校の
先生は数回にわたって，No20夫婦の悩みを聞いてくれたという。つまりX中文学校は個々人の移住
者と移住先の社会とのつながりを持たせてくれた大事な存在である。
5．総合考察と今後の課題
　第二言語教育において，Gardner ら（1985）の学習者の動機づけについての研究は非常に有名で
ある。彼らの研究によると，学習者が学習を行う理由を志向（orientation）という言 葉で表せられ，
その志向は道具的（instrumental）なものと，統合的（integrative）なものの２種類に分けること
ができるとした。道具的志向の学習者は，より良い仕事や待遇を得たい，有名な学校に入学したい
という理由によって，その言語を学ぶことにするが，一方，統合的志向を持つ学習者は，目標言語
話者の文化や言葉を理解し，その文化に親しむことを目的としてその言語を学ぶことにする。この
２種類のうち，どちらの種類の学習者がより効果的な学習ができるかまだ定かではないが，新来中
国系移住者の話に置き換えて考えてみる。
　ビクトリア州において，大学受験資格を取得するために，中国語試験を受けた高校卒業者が点数
を６～12点まで加点される政策がある。これは中国系移住者子女に幼い時から中国語学習を継続
させる有力な道具的志向，すなわち外的動機となっている。一方，「中国人だから中国語を習うこ
とも中国の礼儀作法を知ることも当然だ」という親の考えは，つまるところ中国語を次世代へ継承
させる統合的志向，内的動機ともいえる。親は子どもに中国語を覚えさせるために，いろいろと努
力するが，生活言語と学習言語の差があるために，家庭内の中国語使用だけでは，子どもに学習言
語としての中国語力を身につけさせることや中国の文化を深く理解させることが実に困難となる。
このような現状で，X中文学校のような補習学校の教育プログラムによって，親の「母語保障」の
思いと母語（中国語）・文化の継承は，子どもの移住社会における「位置取り」に効果を持つ第二
言語学習（VCE）という形で，実現されている。
　一方，VCEという制度があるが，それを利用する人の多数が中国系である。メルボルン大学中国
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語教育センター主任Jane　Ortonは，2012年に入学した917人受験生のうち，非中国系の学生は150
人ほどしかいなかったと公表している。これについて，Victorian Curriculum and Assessment 
Authority は2013年５月に中国系出身学生のVCE中国語第２言語入試資格廃止案を打ち出そうした
が，X中文学校を始めとするメルボルンの多くの中国語補習学校は力をあせて，それについて反論
した。その結果，「中国系出身学生のVCE中国語第２言語入試資格廃止案」は却下されたが，同時
に，Chinese for beginners が新設され，中国系学生により難しい中国語学習を奨励するという提案
が出された。このように今後母語・継承語補習学校の教育プログラムやそれが担う役割にまた新し
い展開が見られるかもしれない。
付記： 本報告の一部は学術振興会科学研究費課題番号22530574（研究代表者：法政大学社会学部
田嶋淳子教授）および課題番号23330169（研究代表者：早稲田大学アジア太平洋研究科グ
ラシア・ファーラー教授）の助成を受けた。
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